










『学校経営研究』第11巻は H 学校現場の問題"という柱立てで編集されるということで 私に
も「学校現場における自身の体験や実践等について 1O~15枚程度で執筆してほしい。 J との依頼
があった。
私は現在公立小学校に勤務しながら 公立幼稚園も兼務の形でみている者だが小学校や幼稚





















表1. 園児の兄弟数調査 昭60.9. 28調査
よ与を 人 2 人 3 人 4 人 5人以上
男 9 6 5 2 4 2 。 ] 0 0 
女 1 0 6 1 2 7 2 。 1 0 0 
9 6 3 2 6 2 。 1 0 0 
(調査世帯数 204 数字は%を示す)
表 2. 児童の兄弟数調査 昭60.9. 27調査
孟型空 人 2 人 3 人 4 人 5人以上 言十
男 1 0 6 5 2 2 2 ] 0 0 
女 1 1 6 3 2 1 4 1 0 0 
1 0 6 4 2 2 3 1 0 0 
(認査世帯数 585 数字は%を示す〉












そ乙で 子ども数の減少というこの現実の中で 親や教師は乙のことを充分理解し 適切な対策
を持たなければならないという乙とになる。今教育に携わっている者は 新しい時代の子育て
新しい教育の知恵をさぐらなければならないのである。
さて 以上の乙とをふまえた上で 過去の子育てはどのようであったか 乙こで振り返っておく
乙とにしよう。
兄弟数が多かった時代には 親や教師が教えるか教えなし 1かに拘らず 子ども達は兄弟げんか等





学校へいくか 家庭にいて両親を その家の家庭内の仕事で手伝うか 父親と一緒に職業をしたり
白番をしたりする。彼等は満足して幸福そうに働き 私は今迄にすねている子や 身体的の刑罰は
見た乙とがない。小さな子供を一人家に置いて行くような ζ とは決して無い。彼等は母親か より







































則とし その上 お弁当は必ず保護者の手づくりのものを持参させるというように 育児一家庭教
育-幼稚園教育という系列の中で 幼児の保育に当っているから 現代においては比較的恵まれて
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